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問
市
長
は
市
立
御
前
崎
総
合
病
院

の
管
理
者
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
責
務
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
提
出
さ

れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
第
3
条
予
算
に

第
4
条
予
算
を
加
え
た
実
質
収
支
は
、

年
間
で
マ
イ
ナ
ス
15
億
円
で
あ
り
ま
す
。

病
床
数
で
大
き
く
上
回
る
菊
川
市
立
総

合
病
院
が
マ
イ
ナ
ス
11
億
円
と
聞
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
赤
字
額
は
規
模
に
対

す
る
と
１・４
倍
で
す
。
こ
の
よ
う
な
市

立
御
前
崎
総
合
病
院
の
経
営
に
、
管
理

者
で
あ
る
市
長
は
ど
の
く
ら
い
関
与
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

答
管
理
者
で
あ
る
私
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
定
期
的
に
浜
松
医
科

大
学
の
学
長
と
附
属
病
院
の
病
院
長
を

訪
問
し
、
病
院
運
営
に
お
け
る
連
携
強

化
や
、
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
依
頼
を
し
て
お
り
ま
す
。

病
院
長
も
参
加
す
る
経
営
戦
略
会
議
で

は
、
経
費
削
減
の
取
組
な
ど
の
具
体
策

も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

度
か
ら
は
、
市
の
財
政
部
局
及
び
地
域

医
療
部
局
の
担
当
者
と
の
定
期
的
な
経

営
会
議
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
積
極
的
に
経
営
改
善
に
向
け
た
指
導

に
当
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
経
営
と
い
う
も
の
は
、
絶
え
ず

責
任
者
と
し
て
病
院
に
訪
問
し

て
、
病
院
長
や
事
務
部
長
を
管
理
、
指

揮
監
督
す
る
の
が
私
は
管
理
者
だ
と
思

う
の
で
す
。
菊
川
市
立
総
合
病
院
は
、

管
理
会
議
を
毎
月
第
2
、
第
4
、
第
5

週
の
木
曜
日
に
開
催
し
、
最
終
日
の
木

曜
日
に
月
1
回
で
す
が
、
経
営
状
況
に

つ
い
て
副
市
長
に
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
病
院
側
が
毎
週
経
営

会
議
を
や
っ
て
、
市
長
や
副
市
長
が
最

終
的
に
毎
月
経
営
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と

い
う
こ
と
が
今
現
在
ま
で
で
き
な
く
て
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま

す
答
こ
れ
ま
で
医
師
不
足
の
解
消
に

よ
っ
て
経
営
改
善
が
図
れ
な
い

か
に
主
眼
を
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
御

指
摘
の
よ
う
に
、
現
在
、
担
当
部
局
で

毎
月
1
回
経
営
会
議
を
や
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
報
告
を
受
け
ま
し
て
、
今

後
も
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

一般質問

•	

市
立
御
前
崎
総
合
病
院
に
関
し
て

阿南澄男

問
原
子
力
災
害
が
起
き
た
と
き
、

市
民
の
避
難
先
２
は
長
野
県
で

す
。
雪
が
降
る
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の

自
家
用
車
で
の
長
野
県
へ
の
避
難
は
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雪
が
降
る
冬

場
の
避
難
に
つ
い
て
、
国
や
県
と
の
協

議
に
つ
い
て
伺
う

答
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
に

お
け
る
冬
季
自
家
用
車
避
難
に

つ
き
ま
し
て
は
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
準
備

や
降
雪
時
の
交
通
事
故
な
ど
が
懸
念
さ

れ
、
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
本
年
７
月
に
静
岡
県
が
、

避
難
す
る
途
中
に
駐
車
場
を
確
保
し
、

自
家
用
車
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
避

難
す
る
方
法
を
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
、
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て

実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

問
企
業
立
地
奨
励
補
助
金
は
、
進

出
企
業
の
固
定
資
産
税
、
年

１
億
円
を
限
度
に
最
大
４
億
円
を
交
付

す
る
制
度
で
す
。
建
設
中
の
御
前
崎
港

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
補
助
金
の
対

象
外
だ
と
思
い
ま
す
。
理
由
は
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
が
進
出
を
表
明
し
た
の

は
、
平
成
29
年
12
月
13
日
で
す
。
こ
の

時
点
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
補

助
金
の
対
象
施
設
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
補
助
金
対
象
施
設
に
電
気
を
供
給

す
る
施
設
が
追
加
さ
れ
た
の
は
、
平
成

30
年
５
月
10
日
で
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
は
、
企
業
立
地
奨
励
補
助
金
が
あ

る
か
ら
進
出
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
補
助
金
対
象
外
で
は
な
い
か

答
企
業
立
地
奨
励
補
助
金
は
、
地

域
産
業
の
振
興
や
就
業
の
場
の

確
保
を
図
る
た
め
、
市
内
に
事
業
所
を

設
置
す
る
企
業
を
対
象
に
、
平
成
22
年

４
月
に
施
行
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

12
月
13
日
付
け
で
総
合
開
発
計
画
策
定

特
別
委
員
会
か
ら
「
御
前
崎
港
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
は
、
市
内
雇
用
創
出
及

び
財
政
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

る
。
本
事
業
の
早
期
開
業
に
向
け
た
全

面
的
な
支
援
を
強
く
求
め
る
。」
と
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
受
け
、

平
成
30
年
度
に
補
助
金
の
交
付
要
綱
の

改
正
を
し
ま
し
た
。
改
正
の
結
果
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
該
当
し
、
補
助
対

象
と
な
り
ま
す
。

一般質問

阿形　昭

•	

原
子
力
防
災
の
冬
季
避
難
に
つ
い
て

•	

企
業
立
地
奨
励
補
助
金
に
つ
い
て


